

















アンリ・ベックの「誠実な夫人」は、1880 年 1 月 1 日、ジムナーズ座において
初演された。執筆されたのは、「鴉の群れ」や「ナヴェット」が書かれた後で、「パ
リ女」以前の、1879 年頃だと推測できる。
初演は 13 回のマチネー公演と、43 回のソワレ公演があった。当時は 20 回以
上、上演されれば成功だったから(1)、これは成功の部類に入るだろう。
しかし、新聞の劇評にはほとんど載らなかった。その理由は、作者の側にもあ

















及の少ないものだった。あたかもベックが意識して 1 月 1 日に上演し、劇評家た
ちの観劇を妨害し、上演を隠したと読めぬこともないが、実際にはそういう事実
はなかったようだ｡(5)









































































されて、1886 年 10 月 27 日に、コメディ・フランセーズ座での初演を迎えたの
である。結局、この年は、20 回、上演された。翌 1887 年は、18 回。1888 年は、




1892 年、15 回、1893 年、2 回である｡(18)
戦時中の 1916 年には 5 回上演され、戦後再開された、エミール・ファブル(19)





























































































































































































































































というのも、初演の 1880 年には、劇評が極端に少なかったし、1885 年の再演の
それについては、故意に無視された訳ではなかったものの、皆無に等しい。従っ






















もう 1 つ、「ジュールナル・ド・デバ・ポリティック・エ・リテレール」紙 （以












































































































































































































































































































































































































































































Becque. Ed. P.U.F. Tome.3. P.62 にある。
2）Francisque Sarcey（1827-1899）
3）Le Temps. le 12 Jan. 1880
4）Fourcaud （生没年不詳）: La Vie Moderne. le 30 Jan.1880
5）ベックの研究家 Arnaoutovitch は、「1880 年には、「LeMénestrel」紙、「La




なかった」。と前掲書 （P.19） に書いている。「1 月 1 日の、マチネー公演だ
ったことが、災いしたのだろうか？」と書いたのは、E. Noel et E. Stoullig :
Les Annales du théâtre et de la musique.1880.P.300 である。
6）Auguste Vitu(1823-1891)
7）A.Vitu : Le Figaro. le 8 Fev. 1885
8）A.Vitu : Le Figaro. le 22 Dec. 1885
9）Le Moniteur Universel. le 28 Oct.1886
10）Edouard Thierry(1813-1894)
11）上演後の 1886 年 10 月 28 日付の記事で、ヴィチュは、「（それはジムナズ














































が原因で難しい」と書いている。（Henry Becque : Oeuvres Complètes.
Tome 3. P.231）
17） Monsieur Scapain は、Jean Richepin 作の 3 幕喜劇。
18） ベック作品のコメディ・フランセーズ座での上演は、「誠実な夫人」を除く
と、「鴉の群れ」が 1882 年に 18 回、上演されただけである。
19） Emile Fable （1869-1955）劇作家。コメディ・フランセーズ座の支配人は、
風　間
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1913 年から 1936 年まで。
20） Alexande Arnaoutovitch. Ob.cit. P.36 参照
21） 1889 年には、コメディ・フランセーズの、ソシエテールである、Mme
Pierson や、M.Baillet が、「Union artistique valanciennoise」の利益のため
に、Salle Erard で企画された、ガラにおいて、「誠実な夫人たち」は上演さ
れた｡（Alexande Arnaoutovitch. Ob.cit. P.36)
22） Henry Becque : Oeuvres Complètes. Tome. 3. 1924. P.231






































46)  Ibid. P.220
47)  Ibid. P.222
48)  Ibid. P.228
49)  Ibid. P.230
50） 他にも、11 月 8 日の「パトリ 」紙では、クラヴォー氏が、「私は、いままで
これ以上よく歓迎された戯曲を見たことがない」 と書いている。A.Claveau
（生没年不詳）: La Patrie. le 8.Nov.1886
51） Henry Bauer.（1852-1915）: L’Echo de Paris. le 29 Oct.1886
52） Fauchery.（生没年不詳）: L’Intransigeant. le 29 Oct.1886
53） M.René. :L’Autorité. le 29 Oct.1886.
54） Jules Lemaitre （1853-1914）.:  Le Journal des débats politiques et littéraires.
le 1er Nov.1886
55） Camille Le Senne.（生没年不詳）: Le Télégraphe. le 29 Oct. 1886
56） Paul Perret（1830-没年不詳　小説家）: La Liberté. le 1er Nov. 1886
57） Leopold Lecour : La Nouvelle Revue. le 1er Nov.1886. には、「それは 『パリ
女』 とは正反対のものだ。」とある。




59） Jules Lemaitre : Le Journal des Débats politiques et littéraires. le 1er
Nov.1886.には、「夫人は、『パリ女』 の夫を裏切ったクロチルドと同じ方法
と同じ外観で誠実であった。」 とある。
60） F.Sarcey : Le Temps. le 1er Nov. 1886. 
61） Edmond Stoullig （生没年不詳）: Le National. le 29 Oct. 1886
62） Camille Le Senne : Le Télégraphe. le 29 Oct. 1886
63） Leopold Lecour : La Nouvelle Revue. le 1er Nov. 1886
64） 詩人の Arnaud Berquin（1747-1891） の感傷的な詩風から生まれた表現。
65） Adrien Barcusse （生没年不詳）: Le Siècle. le 1er Nov. 1886
66） Henry Bauer : L’Echo de Paris. le 29 Oct. 1886
67） Fauchery : L’Intransigeant.  le 29 Oct. 1886
68） Jules Lemaitre : Le Journal des Débats politiques et littéraires. le 1er Nov.
1886
69） Edmond Stoullig : Le National. le 29 Oct. 1886
70） Fauchery : L’Intransigeant.  le 29 Oct. 1886.   
71） F.Sarcey : Le Temps. le 1er Nov. 1886
72） A. Vitu : Le Figaro le 15 Fev. 1882. また、サルセーとヴェスもヴィチュと
同様の見解だ。ヴェスは、「パリ女」 初演の劇評 （Jean Jacques Wesse.
1827-1891） : Le Journal des Débats politiques et littéraires. le 16 Fev.1885）
において、そう記している。
73） A.Vitu : Le Figaro. le 8 Fev.1885 と le 28 Oct.1886
74） Fauchery : L’Intransigeant. le 29 Oct. 1886
75） Louis Ganderax（1855-1935）: La Revue de deux mondes. le 1er Nov.1886
76） エミール・ゾラ Emile Zola （1840-1902）
77） 拙稿「『鴉の群れ 』は同時代人にどう観られたか」（前掲書） と、拙稿「『パリ
女 』は同時代人にどう観られたか」 法政大学多摩論集　第 22 巻　2006 年参
照。




79） Jules Lemaitre : Le Journal des Débats politiques et littéraires. le 1er
Nov.1886
80） Auguste Vitu : Le Figaro. le 8 Fev. 1885
81） Auguste Vitu : Le Figaro. le 22 Dec. 1885
82） Auguste Vitu : Le Figaro. le 28 Oct. 1886
83） Camille Le Senne : Le Télégraphe. le 9 Fev.1885
84） Camille Le Senne : Le Télégraphe. le 29 Oct.1886
85） Francisque Sarcey : Le Temps. le 28 Oct. 1886
86） Francisque Sarcey : Le Temps. le 16 Fev. 1885





88） Francisque Sarcey : Le Temps. le 28 Dec. 1885
89） Francisque Sarcey : Le Temps. le 12 Jan. 1886
90） Francisque Sarcey : Le Temps. le 1er Nov. 1886
91） レオポルド・ルクールが書いた劇評の掲載紙はそれぞれ異なる｡「パリ女」 を、
「フランス・リーブル」 紙に、「誠実な夫人」 を 「ヌーヴェル・ルヴユ」 紙の
劇評にそれぞれ載せた。
92） Leopold Lecour : La France Libre. le 9 Fev.1885
93） Leopold Lecour : Evolution contemporaine au théâtre. La Nouvelle Revue.
Sep.-Oct. 1886
94） Leopold Lecour : La Nouvelle Revue. le 1er Nov. 1886
95） Henry Bauer : L’Echo de Paris. le 9 Fev.1885
96） Henry Bauer : L’Echo de Paris. le 23 Dec.1885
97） Henry Bauer : L’Echo de Paris. le 29 Oct.1886
98） A.Claveau : La Patrie. le 16 Fev.1885
99）A.Claveau : La Patrie. le 8 Nov.1886
100）F.Sarcey : Le Temps. le 1er Nov.1886
風　間
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101） Edomond Stoullig : Le National. le 29 Oct.1886
102） Jules Lemaitre : Le Journal des Débats politiques et littéraires. le 1er
Nov.1886
103） Camille Le Senne : Le Télêgraphe. le 29 Oct. 1886
104） Auguste Vitu : Le Figaro. le 28 Oct. 1886
105） Fauchery : L’Intransigeant. le 29 Oct. 1886
106） 「ボヴァリィ夫人 （Madame Bovary）」 は 1856 年 10 月から 「Revue de
Paris」 誌に連載されたギュスターヴ・フロベール Gustave Flaubert（1821-
1880） の小説。連載当時から風俗壊乱と宗教冒涜の非難を浴び、やがて訴訟
事件にまで発展する。しかし、1857 年には無罪判決。
107） A.Claveau : La Patrie. le 8 Nov.1886
108） Leopold Lecour : La Nouvelle Revue. le 1er Nov. 1886
「誠実な夫人」は同時代人にどう見られたか
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